
佐賀市指定袋、指定袋帯封及びごみカレンダーへの広告掲載取扱要領 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、佐賀市広告掲載取扱要綱（以下「要綱」という。）第８条の規定に

より、次のものに掲載する広告の取扱いについて、要綱に定めるもののほか、必要な事

項を定めるものとする。 

 (1) 佐賀市廃棄物の減量推進及び適正処理等に関する条例（平成１７年佐賀市条例第１

３５号。）第４条第２項に規定する市長の指定する袋（以下「指定袋」という。） 

 (2) 指定袋帯封 

 (3) ごみカレンダー 

 

（掲載広告の種類、掲載料等） 

第２条 広告を掲載する媒体の種類、掲載区域、掲載寸法、掲載枠数及び掲載料は次表の

とおりとする。 

 

(1) 指定袋 

種類 掲載区域 掲載寸法 掲載枠数 掲載料 

佐賀市指定袋 

燃えるごみ（大） 

佐賀市 

（諸富町、三瀬 

地区除く） 

縦  ６０ｍｍ程度 

横 ３６０ｍｍ程度 
１枠 ２５万円 

佐賀市指定袋 

燃えるごみ（大）

以外の全８種類 

（中） ･･･３種 

（小） ･･･１種 

（極小）･･･４種 
 

（中）及び（小） 

縦  ４５ｍｍ程度 

横 ２７０ｍｍ程度 

（極小） 

縦  ３５ｍｍ程度 

横 ２１０ｍｍ程度 

１枠 ２５万円 

 

※ 佐賀市指定袋 燃えるごみ（大）以外の全８種類とは、燃えるごみ（小）と（極小）、

燃えないごみ（中）と（極小）、ビン・缶（中）と（極小）、ペットボトル（中）と

（極小）のことです。 

 

(2) 指定袋帯封 

種類 掲載区域 掲載寸法 掲載枠数 掲載料 

佐賀市指定袋帯封 

全９種類 

佐賀市 

（諸富町、三瀬 

地区除く） 

（表に出る部分） 

縦  ３０ｍｍ程度 

横  ９０ｍｍ程度 

（隠れる部分） 

縦 １００ｍｍ程度 

横  ６０ｍｍ程度 

１枠 １０万円 



 

(3) ごみカレンダー 

種類 掲載区域 掲載寸法 掲載枠数 
掲載料 

（１枠） 

佐賀市 

ごみカレンダー 

佐賀市 

（諸富町、三瀬 

地区除く） 

縦  ４５ｍｍ 

横 １３５ｍｍ 
４枠 ３０万円 

２ 広告媒体の作製枚数は、毎年度の募集時に別途定める。 

 

（掲載の範囲） 

第３条 次の各号のいずれかに該当する広告は、掲載しない。 

 (1) 要綱第３条第２項各号に掲げるもの 

(2) 佐賀市広告掲載基準の３に掲げるもの 

(3) 特定の意見（環境負荷の低減並びに一般廃棄物の減量及びリサイクル推進に関する

ものを除く。）の主張を主たる目的とするもの 

 (4) 不動産の売買、賃借等に関するもの（国、政府関係機関その他公共団体に係るもの

を除く。） 

 (5) 求人に関するもの（国、政府関係機関その他公共団体に係るものを除く。） 

 (6) 法律の定めのない医療類似行為に関するもの 

 (7) 基本情報が開示されていない団体等の事業活動に関するもの 

 (8) その他掲載する広告の内容として適当でないと市長が判断するもの 

 

（広告の掲載期間） 

第４条 広告の掲載期間は次の各号のとおりとする。 

 (1) 指定袋、指定袋帯封 

   当該広告の募集を行った翌年度の６月から翌々年度の５月末までに作製する指定袋

及び指定袋帯封のある期間とする。 

(2) ごみカレンダー 

  当該広告の募集を行った翌年度の４月から翌年３月末までの１年間 

２ 期間中は原則として広告の取り下げはできないものとする。ただし、市長が特に認め

た場合はこの限りでない。 

 

（広告掲載の募集方法） 

第５条 市長は、本市の発行する広報誌等により、毎年度期間を定めて広告を掲載しよう

とする者（以下「申込者」という。）を公募するものとする。 

２ 前項の場合において、公募に応じることができる者は、広告を掲載しようとする広告

媒体を使用する区域に事業所、事務所等を有するものとする。ただし、国、政府関係機



関及びその他公共団体においては、この限りでない。 

３ 第１項の規定にかかわらず、市長は、第７条第３項第１号に掲げる者で、広告を掲載

しようとする広告媒体を使用する区域に事業所、事務所等を有するものに対して、個別

に広告掲載の案内をすることができる。 

４ 申込者が募集枠に満たないとき、または、市長が特に必要と認めたとき、市長は、個

別に広告掲載の案内をすることができる。 

 

（広告掲載の申込み） 

第６条 申込者は、佐賀市指定袋、指定袋帯封及びごみカレンダー広告掲載申込書（別記

様式）に必要事項を記入の上、掲載しようとする広告の原稿を添えて、市長に提出する

ものとする。 

２ 広告のデザイン作成等、広告の作成に要する費用は、申込者の負担とする。 

３ 同一種類の広告媒体における掲載枠数が２枠以上の場合、申込者が掲載を申し込むこ

とができる広告の数は、１回の募集につき１件とする。 

 

（広告掲載の決定） 

第７条 市長は、前条の規定による広告掲載の申込みがあったときは、添付された広告の

原稿が、第３条に規定する広告媒体に掲載することができる広告に該当するか等を審査

するものとする。 

２ 審査基準を満たす広告の数が募集枠を超えないときは、当該広告の申込者を広告主と

して決定するものとする。 

３ 審査基準を満たす広告の数が募集枠を超えるときは、次の順位によって申込者による

抽選を行い、広告主を決定するものとする。このとき、同じ年度内に本要領にて公募し

た広告媒体の広告主に決定している者は、抽選に参加することができない。 

(1) 第１回目の抽選に参加できる者 

  公益財団法人日本適合性認定協会によって認定された審査登録機関が発行したＩＳ

Ｏ１４０００シリーズの認証を取得している者、一般財団法人持続性推進機構によっ

てエコアクション２１認定・登録事業者に登録された者又はこれらに準ずる環境マネ

ジメントシステムの認証登録制度において指定の審査登録機関によって登録事業者に

登録された者 

(2) 第２回目の抽選に参加できる者 

国、政府関係機関及びその他公共団体並びに第１回目の抽選にもれたもの 

(3) 第３回目の抽選に参加できる者 

  公共交通機関、ガス事業者、電力会社、新聞社、放送局（テレビ、ラジオ等）、銀

行、信用金庫、信用組合、農業協同組合その他これらに類するもの及び第２回目の抽

選にもれたもの 

(4) 第４回目の抽選に参加できる者 



  前各号に掲げる者以外の者及び第３回目の抽選にもれたもの 

４ 前項の場合において、抽選を行うときは、１回の抽選で１の募集枠に対して掲載する

広告を決定するものとする。 

５ 市長は、掲載する広告を決定したときは、速やかにその旨を当該広告の申込者に通知

するものとする。 

６ 広告主は、掲載する広告の版下を速やかに市長に提出するものとする。 

 

（広告掲載位置の決定） 

第８条 複数の掲載枠数を募集した広告媒体においては、広告主は、広告掲載申込書の受

付順に掲載位置を希望することができる。 

２ 前項の規定により掲載位置を定めることができない場合は、広告主による抽選で掲載

位置を決定するものとする。 

 

（広告掲載料の納付） 

第９条 広告主は、第２条に定める広告掲載料を、市長が指定する方法で、市長が指定す

る期日までに前納しなければならない。ただし、市長が特別の理由があると認めたとき

は、この限りでない。 

 

 （広告主の責務） 

第１０条 広告主は、掲載した広告の内容について、一切の責任を負うものとする。 

２ 広告主は、第三者の権利の侵害、財産権の不適切な処理及び第三者に不利益を与える

行為その他の不正の行為を行ってはならない。 

３ 広告主は、広告の掲載により第三者に損害を与えた場合は、広告主の責任及び負担に

おいてこれを解決しなければならない。 

４ 広告主の責めに帰すべき事由により広告掲載が適当でなくなった場合、広告主は当該

広告主の広告を掲載している広告媒体の発注金額及び配送金額を限度に賠償の責めを負

うものとする。 

５ 広告主は、広告の掲載の権利を譲渡してはならない。 

 

（掲載料の返還） 

第１１条 納付された広告掲載料は返還しない。ただし、次の各号のいずれかに該当した

ときは、その全部又は一部を返還することができる。 

(1) 広告主の責めに帰さない事由により、広告を掲載することができなくなったとき。 

(2) 掲載しようとする広告の版下原稿を市長に提出する前に、広告主が掲載申込みの取

下げを申し出た場合で、市長が正当な事由があると認めたとき。 

２ 前項のただし書きの規定により返還する広告掲載料には、利子は付さない。 

 



（その他） 

第１２条 この要領に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則  

 この要領は、平成２３年１１月２８日から実施する。 

附 則  

 この要領は、平成２４年１２月２１日から実施する。 

附 則  

 この要領は、平成２５年１１月１１日から実施する。 

附 則  

 この要領は、平成２７年１２月１日から実施する。 

 

 


